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三原市歴史民俗資料館では，所蔵資料の本格的な整理・展示のリニューアルに取り組んでいます。 

本紙では，資料館内で長らく眠っていた三原市ゆかりの貴重な資料の解説と行事の案内・紹介などを

随時行って参ります。 

 

「第３回 みはら雛まつり展」開催 

 平成 26 年３月１日（土）から３月 16 日（日）までの 16 日間，当館１階で「第３回 みはら雛ま

つり展」を開催いたします。みはら雛まつり展は１回目を市民ギャラリー，２回目をうきしろロビーで

行いましたが，今年は当館内で開催することとなりました。 

ロビーには，市内で所有されている雛人形を

数組，10段に所狭しと配列した「三原浮城雛」

を飾ります。 

１階展示室では江戸後期に作られた上品な

顔立ちの古

こ

今

きん

雛

びな

や古伊万里の瓶子，用瀬

もちがせ

の流し

雛や大内人形などのご当地雛，昭和 20 年代に

作られた御

ご

殿

てん

雛

びな

，昭和 50 年代の７段飾り，江

戸末期から大正時代頃まで三原地方で作られ，

初節句の家に贈られた三原人形など，雛人形を

時代に沿って展示いたします。 

また，うきしろロビーや本町中央通商栄会，

帝人通商栄会などでも「みはら彩るまち歩き 

おひなまつり」〔２月 27 日（木）～３月 16 日

（日）〕が開催されています。詳しい行事内容

は広報みはら３月号やチラシをご覧ください。 

本展示により，春の訪れを感じていただけれ

ばと思います。 

 

 

  

（左上）古今雛 江戸後期 個人蔵 

（左下）御殿雛 昭和 20年代 個人蔵 

 

 



文化講座「茶

ちゃ

杓

しゃく

削り」好評 

                                                                                                        平成 26年２月 15 日（土）に当館１階ロビー

で茶杓削り教室を開催しました。午前と午後で

各 10名募集いたしましたところ，すぐに定員が

いっぱいになりました。 

茶道で抹茶を掬

すく

う時に用いる匙

さじ

が茶杓です。

古くは茶会のたびにお招きした客のことを思

いながら亭主が自ら削ったものです。作者の心

境が映り，竹の持つ景色・味わいが感じられる

茶杓は茶道具の中でも特に珍重されています。 

当館学芸員の山﨑が講師を務め，最初に茶杓

の歴史と削り方を説明しました。その後約１時

間 30分，実際に茶杓を削っていきました。 

作業としてはあらかじめ割り竹を“く”の字

に曲げてあるものを小刀で荒削りをし，紙やす

りで形を整えていきました。失敗すると櫂

かい

先

さき

と

呼ばれる抹茶を掬う部分が細くなってしまい

ますが，皆さん慎重に削られたため，姿のよい

茶杓になっていきました。また，薄

うす

茶

ちゃ

器

き

に乗せ

た時に落ちぬよう，前後のバランスを最終的に

調節していきました。作品を鑑賞させていただ

きますと，すばらしいものばかりでした。 

なお，茶杓を湯や水に浸けて洗うことは，櫂

先が戻ってしまうため厳禁です。茶杓を用いた

後は，布巾やティッシュのような柔らかい布で

乾拭きしてください。 

この講座を通して日本が誇る伝統文化の一

端と“おもてなし”の心を身近に感じていただ

けたのではないかとうれしくいたしておりま

す。 

  （左上）茶杓削り教室の風景 

  （左中）茶杓の名称 

  （左下）受講された方が削られた茶杓 
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